
思手口A62浅間山火山活動報告

松 井 林平寺

1.緒言

浅間山は本年 1"""2月に記録的異常噴火を繰返し，その後活動が衰へ気味であったが， 9月頃か

ら再び柏、主活気を呈し"， 10月には無音爆を芝日が 22日・金同教が 43同に及んだ.何れも規模は小

さしとの爆穫に伴ふ災害は殆ど認められぬ穏度であった.以下その概要を報告し，将来の参考の

資に供したい.

2. 月別命特別爆授同教.

本年 20月までの爆設同教を列奉ずれば9 第 1表の通りである.10月は爆稜同教とそ 1.........2月

に及ぼぬが，日教に於ては第 1位であうて， 1月の 19日より 3日多かった.

集 1表浅間山爆装同数

月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 計

日数、 19 16 7 合11 9 3' 6 5 13 22 111 

同教 106 127 16 13 17 7 6 9 16 43 360 

ヨえに 10月の爆護を時刻別に分類すれば、第 2表となり， 15時の 6同を筆頭に， 10時・14時の・

5同がとれに次ぎ， 11時・17時の各 4同の順となる. 差問爆を遣が全くなかったのは 7時だけで

ある. 21時以後 4時までに爆設があったととと得はれる見ち何分無音爆設のため不測に格った.

脅さ 2表浅ー間山時刻別爆護同教
e 

時刻 1時 2 3 4 5 6 τ 8 9 1() 11 12 13 

一 一 一 。

同教， O O O 0' 1 2 O 2 -2 5 4 2 2 

時刻 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 計
他不詳にあ1同り一

同教 5 6 3 4 2 O 2 O O O O 42 

3. 爆援嘗時の天気と気盛箆化

爆稜嘗時の天気は快晴が 27同で最も多く p晴が 7同・曇天が 5同・次に薄曇が 3同の11民であっ

た.気昼餐佑は上昇 20同 48%・下降 13同.31%・平常態 9同 21% とたわ 今岡の爆を遣も気

*軽井津観測所
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星雲上昇の際起ったものが最も多かった.

4. 噴煙・降友砂

今岡の活動中，軽井津観測所に降友があったのは夜中 1同・妻間 11司の 2同たけで、あってF そ

の量も徴量であり p 噴煙通過路干の東寄りに特に多かった(局員 1及び 2参照). 爆後力が弱か

ったたあ，降友砂はあまり遠方まで、は蓮せず9 大部分山獄部で柊った(鳥異 3参照).噴煙は南西

寄りに流出した日が 2同，天演で嬢大消失したものが 3同で，その他は皆東寄りに流出した.JO 

月 28日登山調査の結果，降友砂が最も多量と認められる場所は六里ケ原で，一面友白色に硬佑L，

正確たる量は判りにくく，乾燥した日，風が強まる毎に物凄く飛びp 濃霧の襲来に似た欣態に友っ

た，火口縁では北東寄りに黒味ある火山友砂が多く堆積し， 1"ケシ粒」ほどの小砂を津山含んで、ゐ

?と・南西には赤味多い火山友が火山砂礁の中に「コンクリ{ト」を流したやうに固く沈澱し， 50米

下方まで績いてゐ?とがy それ以下ではたかった.

5. 火口内獄況

火口は深さが約 170米あり，火口j衰の中央からやや南西寄りに現在活動中の直径が約50--60米

るやろにみえ，全部火山友砂で埋まってや

やうす黒く y 所々に小石が見えた.特に火

口内壁際は一段高く火山友砂がたまってゐ

た.

噴気は 27個所あった.とれらのうち?

火口内壁下部に 5ケ所，東側火口縁に 6ケ

所y 南側火口縁に 2ケ所あわ噴気量が最

も多かったのは南西側火口内壁下の現在活

動中の火口F付近のものであった.

火口内は総長豊にうす黒く，極く静かで微

弱?と噴気音が聞えるだけであった.

6. 火山友砂の PH測定

会存 1園 浅間山火口見取園. 昭和 16年 10月 28日現在

l，j'oO 

10月 28日l'C，今同噴出した火山友砂を採取L，その PHを測定した.失にその採取場所と結

果とを示す.蒸溜水 50cc.中に試料火山友砂 19を加へ， 30分，間振渥し，浸出水の PHを測定

したととろ全部酸性であった.殊に火口周園の試料は PHが非常に小さく，持合せの試薬では測

定が不可能であった.
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7. 水温の饗化 q 

湯川の水温愛佑はあま、り判明し友いが，濁川源泉(海抜 1500米附近〉の水温は一年を通じて

殆ど愛化がな7かったと，とろが最近温度がごく僅か昇った様子が認められた.詳細は今後なほ観測

を績行しての上で、述べたい.特に注目すべきととは下血の池jの上にある「あはぐろ池」の水色の

愛化である(寓真 4参照). 6月 9日観測以後y 観測が中断して材料がなく遺憾であるが，赤褐

第 2 園浅間山火山~砂採取場所と PH 分布

色の水を湛へてゐた池が 10月 9日の観測には水が金ミ紺色に愛化して名賓ともに r訟はぐろ池」

と襲った. との事賓は今年の異常噴火と関係がありさうにも思はれる.

8. 結び

今岡の浅間仰の火山南動の観測結果は大鶴次の通りである

1. 爆後はいづれも小規模であった.

1. 降次砂はあったが，噴石は主主かった.

1. 爆禁は高気墨範圏内で天気がよく気屋昇高の際起った.
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日?jup去浅間 山 火 山 活動報告

(1) 10日 16日 14時 48分の爆愛

これは本活動中の最大のものである

く昭和J16年 10月 16日 14時 50分撮影〉

(3) 10月 28日 11時 09分の爆愛

(昭和 16年 10月 28日 11時 10分

東前掛山斜面!こて撮彰〉

く4)

(2) 1の噴煙

山の中腹以上降友砂

く昭和 16年 10月 16日 14時

53分撮影〉

おはぐろ池

く昭和 16年 2 月 22口撮影〉

松井林平報告 附固
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1. 現在程度の爆設は今後なほ績く見込み.

最後に不断の御指導を賜はる藤原豪長関下並びに地震課火山掛本多彪氏に謹んで御漣申上げる.

友ほ観測に製固に助力を者願ひした小林安太君に厚く御躍申上げる.

(昭和 16年 1:}.月 20 日記〉

《屯
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